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第１章　調査の概要第１章　調査の概要第１章　調査の概要第１章　調査の概要第１章　調査の概要

１－１　調査目的

　エティオピア連邦共和国オロミア州政府の要請に基づき、住民の生活環境改善を図るため、同

州メキ地域（350㎞２）を対象とした、農村開発計画に係るマスタープランの策定等の実施を目的

とする。

　今回は、本案件に係る要請背景及び実施調査の内容についてオロミア州政府と協議を行うとと

もに、我が国の協力の可能性を検討のうえ、調査の範囲、内容等に係る実施細則（S/W）に署名す

ることを目的として事前調査団を派遣するものである。

１－２　調査団構成

１－３　調査日程

氏　名 担当分野 所　　属
西牧　隆壯 総　　括 国際協力事業団農林水産開発調査部部長
石井　卓朗 農　　業 農林水産省農林水産技術会議事務局企画調査課研究調査官
木村　安邦 農業農村基盤 農林水産省構造改善局建設部設計課海外土地改良技術室
浅井　　誠 調査企画 国際協力事業団農林水産開発調査部農林水産開発調査課
三好　崇弘 農村・社会開発 株式会社福山コンサルタント

月日 曜日 調査日程 調　　査　　内　　容
3/17 金 14:00 成田（JL407）→フランクフルト（ET755）→
3/18 土 08:00 →アディス・アベバ着
3/19 日 休日
3/20 月 09:30

11:00
14:00

事務所打合せ
MEDaC 表敬
大使館表敬

3/21 火 09:00
16:00

アマゾナス州農牧開発院表敬（OIDA）、S/W 協議
SG2000 事務所表敬

3/22 水 移動、SG2000 サイト視察（Arsi zone）、移動（メキ、Ziway）
3/23 木 Agricultural Office 表敬・聞き取り、現地視察（メキ川上流地域）
3/24 金 現地視察（メキ川下流地域）、Agricultural Office 聞き取り
3/25 土 移動（Ziway→アディス・アベバ）
3/26 日 休日
3/27 月 S/W、M/M 協議
3/28 火 11:30

13:30
15:00

署名（於 OIDA）
報告・署名（於 MEDaC）
大使館・事務所報告（於大使館）

3/29 水 11:45 石井、木村、三好：移動（ET734）→フランクフルト（JL408）
→3/30 16:05 成田
西牧、浅井：移動（ET831）→ナイロビ（別件出張後 4/2 帰国）



－2－

１－４　主要面会者

(1) 在エティオピア国日本大使館

野上　武久 大使

中須賀　聡 一等書記官

吉田　晴彦 一等書記官

(2) オロミア州灌漑開発庁（OIDA）

Mr. Amdisa Kelkela General Manager

Mr. Teshome Atnafie Guyo Head, Study and Design Department

Mr. Teshome Lemma Leader, Study and Design team

Mr. Belay Melkamu Leader, Construction Supervision team

(3) Agricultural Office of Dugda-Bola District

Tamirat Tefera Head

Tegaghe Wakoya District Coordinator

(4) 経済開発協力省（MEDaC）

Hailemichael Kinfu Head, Bilateral Cooperation Department

Tassew Bekele Team Leader, Asian and Australian Team,

Bilateral Cooperation Department

(5) 笹川グローバル2000（SG2000）

Marco Quiones Country Director

Takele Gebre

Bisrat Retu
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第２章　要請背景第２章　要請背景第２章　要請背景第２章　要請背景第２章　要請背景

２－１　要請の背景及び経緯

　エティオピア国の農業は全就業人口の74％、GDPの約40％を占める基幹産業である。30年に及

んだエリトリアの分離・独立に伴う内戦は流通システムや灌漑施設等の農業経済／生産基盤に大

きな打撃を与え、加えて周期的に発生する干ばつにより食料不足が深刻な課題となっている。エ

ティオピア国政府は「The Ethiopian National Economic Development Plan 95/96～99/2000」

において、食料自給の達成、エティオピア農業の国際競争力の向上を上位目標として、農業分野、

特に農業人口の95％を占める小規模農家に重点を置いた国家開発計画を打ち出している。　

　本調査対象地域があるオロミア州は、エティオピア国中央に位置し、国土の34％、全人口の37

％を有する最大の州であり、同州全体にわたり農業が広く行われている。なお、オロミア州政府

もエティオピア国政府同様、１）食料自給の達成、２）国内産業への原料供給、３）雇用創出、

４）外貨獲得、５）環境保全、を開発目標として掲げており、農業をその重点分野としている。

　本対象地域は、首都アディス・アベバから南へ130㎞、標高1,700ｍ付近のリフトバレー内に位

置するメキ市を中心とした地域（400㎞２）で、一部でメキ川及びその下流のZiway湖からのポンプ

アップによるタマネギ、キャベツ等の栽培が行われているほかは、多くは天水（年間750㎜程度）

によるトウモロコシ、テフ等雑穀の栽培に牛を中心とする放牧を組み合わせた、サブサハラの典

型的な農業が行われている。地形はほぼ平坦で、幹線道路に隣接しており、エティオピア全土か

らみて農牧畜の開発ポテンシャルは比較的高いと考えられる。

　しかしながら、過放牧、過耕作及び風食による土壌流出とそれに伴う地力の低下並びに、乾期

及び周期的に発生する干ばつ時の水不足により、農業生産性は低く、極めて不安定である。

　このような状況にかんがみ、エティオピア国は1996年10月我が国政府に対し、メキ地域を対象

とした水源確保による灌漑及び農村開発計画策定に係る技術協力を要請してきた。

　これに対し我が国は、2000年３月に事前調査団を派遣した。

２－２　先方関係機関概要

　エティオピア国の行政等の組織として、連邦（Federal）、州（Region）、圏（Zone）、区

（District/Wereda）及びCommitteeレベル（Peasant Association/Kebele）の組織が段階的に存

在し、現在州レベルへ開発計画の策定及び実施の権限が委譲されている。本調査に関係する機関

及び概要は次のとおりである。

(1) 経済開発協力省：Ministry of Economic Develop ment & Cooperation (MEDaC) 連邦政府

の外国援助機関との窓口機関である。
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(2) オロミア州灌漑開発庁：Oromia Irrigation Development Authority (OIDA)

　本調査のカウンターパート機関。オロミア州水資源鉱業エネルギー開発局（Water Mining

Energy Resource Development Bureau：(WMERDP)）及び農業局（Bureau of

Agriculture）の業務のうち、灌漑事業を一括して担当する部局として1999年９月に新設され

た（資料１にOIDA設立に係る法令を示す）。業務内容については、①Technical Assistants

(Study, Research, Design)：立案・設計、② Construction：建設、③Extension &

Management：普及・指導、④Community Mobilization：住民組織化に大別され、水資源開

発から普及までを含め、農民に対し総合的な働きかけを行っている。

　なお、建設についてはPeasant Associations（PA：詳細は第３章3-1(8)を参照）に事業費

の10％の負担を求め、残りはOIDAがFinancial Assistantsとして負担する。現在、州内に104

のプロジェクト（Completed Irrigation Schemes）を実施しており、そのうち8 Schemesに

ついては公示が完了している。OIDAは小規模（０～200ha）、中規模（200～3,000ha）を中

心とした灌漑事業を実施しており、大規模（3,000ha以上）はまだ実施されていない。OIDA

プロジェクトの位置図及び内訳をそれぞれ表2-1、図2-1に示す。

　各区（District）にはOIDAの末端組織としてAgricultural 0fficeが存在し、区内の耕地面

積、作付け面積等の情報が入手可能である。なお、詳細な土地利用状況（土地利用者、利用面

積等）はAgricultural Officeではなく、PAで把握されている。

(3) オロミア州農業局：Bureau of Agriculture

　灌漑以外の天水農業地域における農業農村開発、土壌保全対策事業及び小規模ポンプ灌漑の

Water Managementを担当する。また、環境影響評価（Environmental Impact Assessments

: EIA）も担当する。

(4) オロミア州水資源鉱業エネルギー開発局：Water Mining Energy Resource Development

Bureau (WMERDP)

　ダムなどの大規模な水資源開発等を担当する。メキ川をはじめとするオロミア州内にある河

川の流量データ管理を行っており、本調査において必要なデータはOIDAを通じてWMERDP

から入手することになる。
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資料１．OIPA設立に係る法令
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図2-2　オロミア州政府組織図
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OIDA人員配置状況（Head Office）
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OIDA人員配置状況（Brand. Office）
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